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第46回地盤 工 学研究発表会 （神戸大会）を終えて

岡　　　二 三 生 （おか ふ さ お ）

　 　 　 京都大 学 大学 院 　教 授

1． は じ め に

　地 盤工 学会主催 の第46回 地 盤 工 学研究発表会 が ， 7月

5M か ら 7 日ま で ，神戸市中央区港島中町の 神戸市ボ
ー

1・ア イラ ン ドで 開催 された。神戸市 で は第28回 大会 が

同 じポ ートア イ ラ ン ドの 国際会議場 と神戸商工 会議所 で

平成 5 年 6 月29 日〜7 月 2 冂 に 実施 さ れ て い る 。
18年

前 で あ る。最 近 の 関西 で の 開催 と して は，平成 14年 に

第 37回大会 が 大阪 で 開 か れた。発表会 で は，発表以外

に 展示，市民向け行事が，国 際展示 場 で行 わ れ た。今 回

の 発表会は ，3 月 11日 に 発 生 した 東 n 本大震災の 影響 が

色濃 い もの とな っ た。開会に あた っ て 黙 と うを行 い ，亡

くな られ た 方 々 や被 災 さ れ方 へ 哀悼の 意 を表 し た。

2． 研究発表会の 準備 と企画

　平 成 22年 3 月 末 に 準備会 が 開 か れ，時期 を 7 月 とす

る こ とや 会場 を大学以 外 に す る こ と な ど が 有力な 案 と し

て議論 さ れ た 。 4 月 に は会場の 仮 の 予約 が な さ れ た 。 総

務部部長 は 渋谷 啓神戸大学教授，実行委 員長は私，岡，

副委員長は22年度 の 関 西 支部 長で あ る霜 L民生氏が内

定 され た。

　第 1 回 実行委 員会 は ，平成22年 7 月 22 日 に 会場予定

の 神戸商 工 会議所 で 開催さ れ ，大 会へ の 方 針 ， ス ケ ジ

ュ
ー

ル な ど に つ い て 審議 を 行 っ た。特 に ， キ ャ ヅ チ フ

レ
ー

ズ に つ い て い ろ い ろな 意 見がで た。神戸で の 開催 と

い う こ と と，公益 社 団 法 人 へ の 移 行 に伴 う市 民 へ の 働 き

か け も重要 で あ る こ と な どか ら，「市民 と と もに 考 え る

新しい 地 盤工 学 の 展望 と防災」 に決 ま っ た。こ の意味 は，

交流会 で 紹介 さ せ て い た だ い た 。 明治 以 来 ， 社会 を発展

させ て きた科学技術の あ り方は，研究教育機関や学会中

心 か ら，市民生 活や 生 活 へ の 応用 とす るあ り方 に変 化 し

て い る。現代社会で は，さ ら に は そ れ を 超 え る あ り方が

間わ れ て お り，地 盤 に関す る科学技術 も例外 で は な い。

こ の よ うな意味を 込 め て キ ャ ッ チ フ レーズは構築 され た 。

　 研究発表会 の 具体的な 方針 は 以 下 の 点 で あ る。
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会場 は 大学以外 で 時期を 7 月 と す る。

公 益 社 団法 人 へ の 移 行を 重視 す る。

地 盤 工 学 の 展望 と と も に防 災 に も重点 を 置 く。

広報 と参加者 を 増 や す 点 を 考 え て 展示 を 重 視 す

る。

3． 開 催 状 況

　大 会 に先 立 つ プ レ イ ベ ソ ト と し て ，7 月 2 日 か ら 3 日

に か け て JR 神 戸 駅 地 下 DUO 神戸 に て ，パ ネ ル 展 示 と

ど

模型実験に よる 防災 学習が 明石 工 業高等専門学校の 鍋島

康之教授 らに よ っ て 実施 された。1117 件 の 論文が登録

され，参加登録者数 638名 を 加 え た 1755 名 の 参 加者 が

あ っ た。論 文数 に つ い て は，3 月 11 日 の震 災が 論文締 め

切 りの 直前 で あ っ た こ とも あり，東北 や 関東地 方の 方 に

は 論文提 出 が 間 に 合わ な か っ た方 も多か っ た の で は な い

か と思 わ れ ， 残念で あ っ た。論文発表は，新しい 技術 の

開発や見直し，調査 など本来の 学会 の 役割 で あ り，14

の 会場 に わ か れ て ，真剣 な討議が 行わ れ た。恒例 の デ ィ

ス カ ッ シ ョ ン セ ッ シ ョ ン は，阪 神大震災 を振 り返 る DS
−2 な ど ユ2件で あ っ た 。展 示 は 64団体，68ブース の 展示

が あ り ， 期間巾延べ 2106 名の 来場 が あ っ た。松 田展示

部会長 の 尽力 に よ り，昨今の 建設業界不況 とい う厳 しい

状況 の も とで，展示参加者 の 努力 と ご理解 を得られ た も

の とな っ た。大 会 の 最終 日 に は，国土 交 通 省近畿 地 方 整

備局の 大塚俊介審査委員長 に よ る 優秀ブ
ー

ス 賞の 発表が

行 わ れ た 。技術開発 の 観点 か ら 3 件 が選 ばれ ，表彰式

が 行わ れ た 。

　 大会 の 開始は，初 目の 9時 に 今年初め て 企 画した 展

示 会場で の 開会式か ら始ま っ た。式 で は来賓の 兵庫県知

事代理 中村健
一理 事，神戸市市長代理 み な と総局の 豊 田

巖技術担当局長様 な ど に テ
ー

プカ ッ トを し て い た だ い た。

同 じ会場 の 奥 で，田 中 輝彦 先 生 に よる 防災 学習が 行 わ れ

た 。 防災キ ッ ト 「ゆ ら り」 や ピ サ の 斜塔な どの 話題 も取

り Eげ られた。港島小学校 の生徒さんも，元気 よ く参加

し真 剣 に 聞 き入 っ て い た。  コ マ ッ の ご 協力 で ハ イブ リ

ッ ドバ ッ ク ホーが 展示 さ れ た 広 い 展尓 会場 の 入 り 口横 の

部屋 で は，南の 国 で の 水 に 関す る八 田氏の 物語 「パ ッ テ

ソ ラ イ」 の 映 画 会や椿 Ako 先生 指導に よ る サ ン ドアー

ト作製 が 行 われ た。砂 を 用い た 立体 アートには 私 も参加

した が，カ ラ フ ル な ゼ オ ラ イ ト砂 に よる ア
ー

トに は新鮮

な感覚が し た 。 ま た，国 際 会 議場 メ イソ ホール で は関 西

電力の 黒四 ダム 工 事記録映画 が 7月 5〜6 日 の 両 日で 上

映 され た。

　 7月 6 口午後に は，第 2 展示場 にて 「展望 」 が開催さ

れ た 。 今年 の 展 望は，会 長 か らの 助言 に よ っ て，例年 の

よ う な具体 的 な 地 盤 工 学 の テ
ーマ で は な く，我 が 園 の 地

盤 研究最前線か らの 報 告 と し，土 木 研 究 所 か ら魚 本 健 人

理 事長，港湾空港技術研 究所 理 事 の 藤 田 武 彦 理 事を 講 師

と して お 迎 え した。日本 における 人口 減少下 で の 社会基

盤 の あ りか た か ら，震災被害へ の取 り紺 み，現在の 両研

究所 で の 研 究 テーマ な どが熱 く語 られ，市民からの 質疑

も行 わ れ た。約 600名 の 参加 者は 真剣 に聞 き入 っ た 。

　 続 い て ，同 じ会 場 で 産業技術総合研究所関西 セ ン タ
ー
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招騁研 究員の 寒 川　旭氏に よる特別講演が行 わ れ，前調

査研究部長 の 大塚　悟先生 の 紹介で は じ ま っ た 。 講演 タ

イ トル は，「地 震考古学 か ら見 た 21世紀 の大 地 震」 で あ

る。内容 は，地震 メカ ニ ズ ム，地震考古学 ， 地 震か らみ

た 日本史 で あ っ た。今 回の 東 日 本大震災 か ら近 々 に 到来

の 予 測 さ れ る南海地 震 に わ た る まで の 状況 が，貞観時代

と類似して い るこ とな どの 指摘が あ り ， 西 日本で の 大地

震 へ の 備 え な ど大い に勉強に な っ た。

　前後す るが，7 月 5 日の朝 か ら，国 際部主催 の第 4 回

日 韓セ ミ ナ
ーが 行わ れ た。テ

ー
マ は，Japan−KQrea 　Geo−

technical 　Workshop 　on 　Geotechnics　on 　Human 　Securi亡y

で ある 。 前 日の レ セ プシ ョ ン か ら実質的な交流は 始 ま り，

開会時 に は韓国地盤 工 学会会長 Yeon−Soo　Jeng教授か

ら東 日本 大 震災支援 の寄付もい た だ い た。古関会員の 地

震 に よ る 被害の 報告 で ワ
ー

ク シ e ッ プは始 ま っ た。こ の

ワーク シ ョ ッ プに よ っ て 本大会 の 国際的な 雰囲 気が大 い

に 高 ま っ た 。

　大会最終 日の メ イン ホ
ー

ル で は，渋谷 啓神戸大学教

授座長 に よ る DS −2 と大震災特 別 セ ッ シ ョ ン が 行わ れ た

が ，午前 と午後の セ ッ シ ョ ソ 開始時に は NPO 法人オ カ

リ ナ 響 に よ る 演奏 が行 わ れ た 。土 で 造 ら れ た 笛の オ カ リ

ナ に よ る曲 「星 に願 い を 」な ど は，震 災 を 考 え る時 ， ふ

さ わ しい 雰囲気 とな っ た 。

　午後 に は今大会 の主要 な セ ヅ シ ョ ソ とな っ た 「東 日本

大震災特別セ ッ シ ョ ソ 」 が 開催さ れ た。用意 され た資料

は 開始前すで に 配布済 み とな っ た。最後 の 日は 雨 とな っ

た が，市民 も含め約 850名の 参 加 が あ り ， 立 ち 見 を さ れ

た 方 も多か っ た 。

　大塚 悟前調査
・
研究部長 の あい さ つ と村上 前 副 会長

の 震災被害調査 へ の 学会 の 取 り組 み の 説 明 で は じま っ た。

　以 下 が報告内容 の リ ス トで あ る。
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調査団の 活動概略

地震動

自然斜面の 崩壊

造成地盛 り土 の被害 と応急措置

堤 防
・た め池 の 被害

盛 り土 構造物 の 被害

港湾構造 物の 被害

液状化被害

津波 に よる汚泥
・
瓦礫被害

地盤 工 学会提言 の 検証と評価

　 村上 　早

　 後藤浩之

　 梅村　順

　 飛 田 善雄

　岡　二 三 生

　 加 藤俊二

　 菅野高弘

　 安 田　進

　 勝 見 　 武

日下部治会長，

　　　　　　　　　　　　　　　　龍岡文夫元会長

　内容 に つ い て ど の 項 目 も重 要 で よ く整理 さ れ て い た 、

構造物の 被害 に関して，津波到来前の 地 盤 の 液状化の 影

響や 津波 に よ る液状化 に つ い て 参加者から重要 な 指摘が

あ っ た。な お，当 口資料 が足 りなか っ た 方 々 は，地 盤 工
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学会 の HP で 参照 で きる ようで す。最後に　今後の 取 り

組 み の 紹介 が京谷孝史東北大学教授 に よ っ て 行 わ れ，

「地盤工 学 の底力を示そう」 との メ ッ セージ で 締 め く く

られ た 。

　恒例 の 交 流会 は，小田 和広特別 講 演会 交流会部会長担

当 で 7 月 6 日の 午後 6 時 か ら，ポ ートピ ア ホ テ ル 偕楽

の 間で 行わ れ た 。 国土交通省の 上 総 周平近畿地 方整備局

長，中村健
一

兵庫県理事を は じめ 来賓，市民行事 や 特別

講演 の 講師 を お招 き し，大阪人学名誉教授 の松井　保先

生 に 御発声い た だ い て 会 は 始 ま り，300人 の 参加者を得

て 大い に交流を深 め た。会場で は，神戸 ら しい ジ ャ ズ と

して ボーカ リス トの 児玉有里子 さ ん の 歌声が あ ふ れ，神

戸らしい 雰囲気 も出て い た。来年 の発表会実行委員長の

熊谷 浩二 八 戸工 業大学 教授 に よ る挨拶 が行 わ れ，来年 へ

の 抱負 が述 べ られ た 。最後 に 深川良
一

関西支部副支部長

に よ る御挨拶 で 締め く くられ た。　 交流会だ け で な く，

ホ ッ トコ
ー

ヒ も用意された ドリン ク コ
ーナーな どで も交

流は，活発 に行われて い た。

　見学会は こ の 交 流会 に 間 に 合 う よ う 6 日 に設定 され ，

震災か ら学 ぶ技術力 （淡路 コ
ー

ス ） と 震災か ら未来へ 向

け て （神戸 コ ース ） の 2 コ ース で そ れ ぞ れ 27名，20名

の 参加 が あ っ た 。 ま た，展示会場外 で は，神戸市消防局

に よる，地震体験車 に よる震動を体験 す る こ とがで きた。

震度 7 を含 む 南海 トラ フ 連動 型 の 震動体験は 衝撃的 で

あ っ た。その 億 地盤工 学 に か か わ る女性会員交流 の た

め に サ ロ ン
・士 ・カ フ ェ W も行 わ れ た 。 今年度 決 ま っ

た ダイバ ー
シ テ ィ

ー
促進策 に つ い て も話 し合われた こ と

と思う。

4， お わ り に

　研 究 発表会 は，参加 者 が 主 役 で あ り，参 加 者 に御礼 を

申し上 げ た い
。 本大会が無事開催されたの は，発表会の

霜 ヒ民生副実行委員長，渋谷　啓総務部長，中西 典 明総

務部代表幹事は じめ，実行委員会，運営委員会，研究発

表講演部会 （勝見　武部会長），行事 部 会 （榊原 敏 夫 部

会 長 ），技 術 展示 部 会 （松 田 好 史部会長），特別講演交流

会部会（小 田和広部会長），それぞ れの ワ
ー

キ ソ ググ ルー

プ メソ バ
ー，戸塚 事務局長は じめ ，本部

・
支部の 事務局

の方々 の献身的 な 努力の お か げ で あり，記 して 感謝す る

次第で す。東 日本大震災 で 被災 さ れ た方 々 に哀 悼 の 意 を，

そ の後 の 復興 に努 力 さ れ て い る方 々 に敬意 を表 す と と も

に ， 本発表会 で 討議された こ とが，地盤防災に つ い て の

知見を高め今後 の復興 や 防災の 役 に立 て ば幸 い で す 。 最

後 に，来年 の 八 戸 で の 発表会の ご成功 を お祈 り します。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （原 稿 受理 　　2011．7．25）
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